
現プラン（新「京(みやこ)・食育推進プラン」）の概要 

 

 

 

 

１ 新「京（みやこ）・食育推進プラン」の位置付け 

   新「京（みやこ）・食育推進プラン」は，京都市民健康づくりプラン(第２次)（平成２５年

度 

  ～平成３４年度)の「栄養・食生活」分野を推進する計画と位置付ける。 

 （参考）新「京（みやこ）・食育推進プラン」を取り巻く各種プランの策定状況について【別紙

１】 

     新「京（みやこ）・食育推進プラン」の数値目標 【別紙２】 

    

２ 現プランの見直し 

（１）見直しの方法 

     ・ 京都市民健康づくり推進会議の部会の一つである「京都市食育推進部会」【別紙３】

において，目標の達成状況や課題分析等について意見をいただき，次期プラン案をと

りまとめる。 

  ・ 食育に関する実態を把握するため，①15 歳以上の市民 5 千人（無作為抽出），②3

歳児健康診査受診者の保護者（約 1千人），③小学 5 年生・中学 2年生（約 2 千人）

を対象とする意識調査を実施する。 

（２）主な留意点 

  ・ 国（内閣府）においても，２７年度中の食育推進基本計画の見直しが予定されてい

るた 

め目標設定や取組内容等に関し，一定の整合を図る必要がある。 

・ 食育推進プランの上位のプランある「京都市民健康づくり推進プラン(第２次)」（２

５～３４年度）は現行の食育推進プラン策定後の後に計画されており，その全体目標

を「京都市民の健康寿命を延伸し，平均寿命に近づける」こととされていることから，

その全体目標を見据えた施策を盛り込んでいく。 

・ 庁内の食育事業を実施する関係課や関連する計画等との整合を図る。 

  ・ 食育指導員については，養成事業を７年間実施したこと踏まえ，次期プランにおい

て，今後の方向性を明確にする必要がある。 

  ・ 保健医療課内で同時期に作成する「京都市食の安全安心計画」と連携を図る 

    （上局報告，パブリックコメント等を共同で行う。 

 

３ 次期計画期間 

平成２８年度～平成３２年度 

 

 

【計画期間】 

  平成２３年度～平成２７年度（５年間） 

【基本理念】 

食から見直そう，私たちのライフスタイル 

  ⇒「気づき」から「行動変容」へ主眼を移す 

【目指す姿】 

 少しでも出来るところから五つの京（きょう）食 

 ① みんな毎日しっかり「朝食」     ～朝の今日（きょう）食  

 ② みんなで食べて「楽しい食卓」    ～京の共（きょう）食 

 ③ みんなそれぞれ「バランスの良い食事と適度な運動」 ～京の協（きょう）食 

 ④ みんな知ってる･食べてる「旬の野菜，京の食材・おばんざい」～京の郷（きょう）食 

 ⑤ みんなで培う･育む「地域の食育」   ～京の響（きょう）食 

【重点課題】 

① 食育の普及促進（１０取組） 

② 家庭・地域での多世代にわたる食育の推進（１９取組） 

③ 保育所（園）・幼稚園・学校での子どもたちへの食育の推進（１８取組） 

④ 環境と伝統を意識した食育の推進（２８取組） 

⑤ 食品の安全安心の確保（１３取組） 

【計画体系】 

              

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

⇒「目指す姿～少しでも出来るところから 五つの京（きょう）食～」を実現するための 

「基本理念」～食から見直そう，私たちのライフスタイル～」に基づき，五つの重点課題

を踏まえて，食育を推進していく。 

⇒関係機関等の役割は包括的に定めると共に，五つの重点課題に対応する主な施策・事業を

体系的に整理することにより，市民・関係機関等の共汗及び関係局の実施する施策との融

合を進め，食育全体の取組の底上げを図ることを目指す。 

【目指す姿】 少しでも出来るところから五つの京（きょう）食 

【基本理念】 

食から見直そう，私たちのライフスタイル 

 

五つの【重点課題】 ＆ 食育の様々な取組 

  

参考資料１ 


